
かもつえいぎ

浪îl主す る比;合であって ， ilt\ ;1主貨物の等級が急送，l-il'r 1 fljJf: をi直川す る各地|メの形成が 'VJ りょうで ， 旅客以に適当な場所が必ずしも

る貨物より I~I J い 1~率の等級であるとき。 貨物以にi自当な場所といえない場合が多いこと ⑤旅客似の

急送品;' : Ul~/をする貨物の品目はつぎの と おりである。日!i'.:\'::(ゆ 美観ヒ1't物以扱施設がそ く\わないことがある ⑥大都市では

でたものおよび干したものを除くれ野菜泣物(早ìl'tI)~あんにか jú路の うど i函盆が多いので，これを支障しないことと土地の利用

さ'る) ，きのこ狩((干したものを除く)，こんにゃく」、， 県物(千 効以を考えて泊1当日以にすることが多い。この場合貨物設備をも

したものを除く)，苗，球紋類，前木，とろろあおいの桜， 桑の 1山梨にすることは貨物のi反般に不便なばかりでなく ， 工 ~JFI 'I も

楽，乳， パター，生鮮ß:):， ..I!'I'肉 ， 冷凍肉 ， ぬ卵， Hi\ 介J\i{ (総し 向くなるので貨物駅を分離して建設することとなる。

たものおよび干したものを除く) ， 氷，闘 IJ~I!K酸(ドライアイ このように貨物以は 1 つは都市計I!到的理由により ， 他の l つ

ス)， rJr:竹輪，ハ γベン，かまぼι アイスクリ ー ム，生雨量。 は駅 fJ 身の貨物の取扱のために一般以より分離して建設される。

3 特殊貨車使用割増 特殊の貨物を輸送することを目的と 貨物以が独立して設けられるのはその収扱数量も非常に多く，

して製作されたnJiiを， W主の訪求によって使用する場合に収 だし、たし 、年間 50 万 t 以上となっている 。 大都市付近とくに東

受する訓明。 J}UEはつぎの貨物に対し冷政111 または ií'i f~\Ïlï を{史 京 ・ 大阪 ・ 名古屋付近にはそれぞれその扱数量も年間 150 万 t

) JJ した場合，自動車線区間をi徐いて 1 口ごとに日 1 Z~: した金制の 以上の貨物駅が設けられており，大阪の椀凶，東京の汐留貨物

1 'JiIJ :WIをすることになっている。 以はその扱数企も年間 250 万 t をこえ， なお年々桶川1 しつつあ

川 冷h浅草によるもの 乳， バタ ー， 生両手母，鮮肉 ， 冷凍肉， る。

血Ï'1;(\，冷凍 ;\(1" f(\卵J\ij，貝類(しじみおよびあさりを除く)で 貨物以で扱う貨物の極五百およびそれに必裂な設備は貨物の鰻

il~' または鮮のもの ， 7)\ ，図形政敵(ドライアイス ) ，焼竹輪， ハ 知すなわ b貨物足Ii送HH!lLl二の扱在fi)JIJおよび貨物輸送手続に定め

γ ベ'/ ， かまぼこ，アイスクリーム。 られる輸送上の区分に盟1Iするほかその貨物を取倣う取扱設備上，

(2) ý;'i f~\ lliによるもの 活魚， 貝類(しじみおよびあさりを および荷造の形式に よ り白九 1 ・ 2 表のとおり分類される。

除く)で~i~'のもの。 tP; 1 表 取扱設備を考隠したJ:g合の分類
(3) 日l各号以外の貨物であって:r't主の請求によるもの。

4 列車指定割増 列車または迎絡船の指定に応じた111扱貨

物に対しては ， 1 口ごと に計算した金額の 2 '， IIU~1 とする。

5 危険品割増 鉄道で輸送される貨物のうち最も危険度の

'，::ïj\.. 、危険品に対しては，輸送手配等についてはもちろんのこと ，

あらゆる方面にわたり細心の注窓を裂するのて・迩貨の制~ì:1を行

っ ている。(lJ!森紅I\lj)

かもつえいぎょう キ ロてい 貨物営業キロ程 貨物運送の

対象となる運送Eg隊に対して用L、られるキロ程のうち ， 一般的

に定めた岱楽キロ程によりがたし、 l玄関に対し ， とくに定められ

たキロ紅を貨物色業キロ程としづ。貨物1M送におけるキロ秘は

国鉄ではllíUllI として宍キロとしての~~;業キロ程を用いることと

なっているが，医I ~'k航路 および国鉄自車})111事J4にあっては，地プ」

欽j首および軌道がHJl、ているものと同様に宍キロにi出j掛をした

傑制のキロ位 ， すなわち貨物営業キロ程を例外的にJlJいている。

貨物営業キロ程は営業キロ稜としての突キロを制j科したキロに

よることが多いが， 国有以前の山陽鉄道のように，~キロを半

減して巡\'(を計算した場合もある。

貨物巡t'tの青I' Z~:の基礎となる運送距離に9ミキ ロ と具なったキ

ロ程をJ1J \，、ることは，鉄道の建設のためにとくに多く要した経

吹を償うため，あるいは国鉄と連絡運輸をする地方鉄j芭 ・ 軌道

が国鉄といlーの足ßl't制度をとる場合に， 連続性総に適応した辺

氏なとるため，さらにまた昭和132 ・ 3 までの|其l門聞のようにiili絡

船時代のキロ程をそのまま鉄道のキロ程とするよう に，.lili送~/J

式の変更によって巡貨に変化をあたえないようにするためザ=の

理 111にもとづいている。 (1期恨昇一)

かもつえき 貨物駅 (英)goods slalion 旅客，手荷物， 小荷

物のI町並をしないで貨物のみ取扱う!収。

旅客，貨物の取扱を分離し貨物以を設ける脱出は ① 一般

に大古[1会の旅客駅付近は地filliが高く ， 設備拡肢の場合Jlj y也ti!l上

物 1'1 の移転等のためにばく大な政JlJを裂する ② 大都市でa

5' IJ 111 回数が多く:1:.'t1I1の入換にさいして防内作業が百しされ， 旅

客 ・ 貨物相互の輸送を非能率的にすることが多い ③ 大都市

付近では f:H入貨車が多いので付近に貨車燥車場をもっ湯合が多

いから，本線から由11れて燥車場と直結する貨物駅を設けること

ができる @ 大都市においては都市計画により都市内におけ

分 flî 」-dE1717;い円 |円i
上家1*1 ホ 制なら | …叡貨物トム
ー ム倣 射をきらうものまた 貨物中.上家外ホ-およひ貨物

はJJ'{扱上とくによ家 ム扱 ・地平鍛貨物以 { 上家

を必.~とするもの 外のもの

上家外 i、 山nな山日光の①却材丸一五Id よ ( iy物オ ー ム
ーム放 直射により変質のお び石材，鉄1 斜， れ

それのない もの | んが. 牛 . X!~ ， 豚

| ②自民込みをする場合
の吊i菜，竹， lJjt木.

電柱(たどし機械荷

l 役とする場合は地平
扱による)

j也平扱い 話ll1および日光の直 ①坑木，材;木. ばら 地平獄卸t品
射をきらわない貨物 f1{貨物
でJJ'{銀上とくにホ ー ②収 fi:11をする場合の
ムを必要としないも 間I菜， 竹， Ijj(木，電柱

の ③荷役機械による上
家外ホ ー ム扱貨物

i虹扱 い ホ ー ムに留置するこ 一般事故貨物 ホ ー ム 11必}

とな<， ïgJ書士官 Ilïに ト ラッ クの発途によ ~としない

官t倒1する貨物 り将来地却lする見込 が上家が必

み ~な場合が l
多い

tl~; 2 表荷造り形式による分類

分野i I 内 容 | 刊すべき設備
( 1ら物貨物 1 ;石氏。石利，砂のように | 地平般的1場

| 荷造りをしなし 1主流(り l 大白なi品合は特殊な償卸設
| ゅうかい)のまま取扱わ | 附または峨械設備を利用す

! れるもの | ることが望ましい

荒 荷貨物 | 木材。 7f(柱，鋼材，大1{~ I J也平駁卸場， 上家外ホ ー ム，
! I器店:;(置E品) 。 トラック ! 縦ホー ム，機械設備
| 等のようなものでとくに i

I 荷造りをしない もの | 

1 (，11造 3 貨物l 荷量!i りしたもので箱詰， I ホーム上家

I I 袋 Sliにしたもの | 

貨物以におし‘ては上記のように貨物の極類に応じて必要な設

úmを設けている。しかしながら貨物以によ っては小口貨物また

は事扱貨物のいずれかを取扱わない駅，または貨物の品目によ

っ てはそのl反扱をしない駅がある。 とくにI註近小口貨物につい

てはその速達を凶りかつ輸送の能率化の見地から， トラック ・
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